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発
刊
の
辞

「
継
続
は
力
な
り
」
と
い
う
格
言
が
あ
る
。
語
源
は
諸
説
あ
る
よ
う
だ
が
、
物
事
の
本
質
と
道
理
を
つ
い
た
見
事
な
名
言
で
あ
る
。

し
か
し
必
ず
し
も
継
続
だ
け
で
力
が
生
ま
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
継
続
を
力
に
変
え
る
叡
智
と
努
力
が
必
要
で
あ
る
。
叡

智
の
源
は
創
造
的
革
新
で
あ
り
、
努
力
の
源
は
人
間
の
志
で
あ
る
。

今
を
遡
る
こ
と
一
五

O
年
前
の
一
八
五
八
年
（
安
政
五
年
）
、
福
津
諭
吉
は
江
戸
の
築
地
鉄
砲
洲
に
ひ
と
つ
の
小
さ
な
蘭
学
塾
を

開
い
た
。
そ
れ
が
慶
磨
義
塾
の
誕
生
で
あ
っ
た
。
時
に
福
津
、
二
四
歳
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
蘭
学
塾
は
英
学
塾
へ
と
転
換
し
、
一

八
六
八
年
（
慶
麿
四
年
・
明
治
元
年
）
に
は
正
式
に
慶
慮
義
塾
と
命
名
さ
れ
た
。
一
八
九

O
年
（
明
治
三
二
年
）
に
は
従
来
の
課
程
を

普
通
部
と
し
、
新
た
に
大
学
部
を
発
足
さ
せ
、
そ
こ
に
文
学
、
理
財
、
法
律
の
三
科
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
こ
に
慶
謄
義
塾
大
学
法
学

部
の
前
身
が
誕
生
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
一
八
九
八
年
（
明
治
三
一
年
）
に
政
治
科
が
新
設
さ
れ
、
一
九
二

O
年
（
大
正
九
年
）

の
大
学
令
に
よ
り
法
律
科
と
政
治
科
が
合
体
し
て
現
在
の
法
学
部
の
原
型
が
形
成
さ
れ
た
。
爾
来
、
八
八
年
、
慶
藤
義
塾
大
学
法
学

部
は
三
田
の
学
問
と
教
育
を
支
え
る
ひ
と
つ
の
中
心
学
部
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。
つ
ま
り
慶
謄
義
塾
一
五

O
年
の
本
年
、
法
学
部

は
米
寿
を
迎
え
た
の
で
あ
っ
た
。

慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
は
一
九
五
八
年
、
慶
麿
義
塾
創
立
百
年
を
記
念
し
て
『
慶
慮
義
塾
創
立
百
年
記
念
論
文
集
」
全
三
冊
（
法



律
学
関
係
、
政
治
学
関
係
、

一
般
教
養
関
係
）
を
刊
行
し
た
。

一
九
八
三
年
の
創
立
一
二
五
年
に
際
し
て
は
、
『
慶
慮
義
塾
創
立
二
一

五
年
記
念
論
文
集
』
全
七
冊
（
法
律
学
科
、
政
治
学
科
、

一
般
教
養
関
係
、
法
学
会
・
法
律
学
関
係
、
法
学
会
・
政
治
学
関
係
、
欧
文
誌
・

法
律
学
レ
ビ
ュ
ー
、
欧
文
誌
・
政
治
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
）
を
刊
行
し
た
。

そ
し
て
今
年
、
慶
巌
義
塾
創
立
一
五

O
年
を
記
念
し
て
、
慶
謄
義
塾
大
学
法
学
部
は
こ
こ
に
全
一
二
冊
の
論
文
集
を
刊
行
す
る
。

『
慶
醸
の
法
律
学
』
全
六
冊
（
公
法
I
、
公
法
H
、
刑
事
法
、
民
事
法
、
商
事
法
、
民
事
手
続
法
）
、
『
慶
磨
の
政
治
学
』
全
五
冊
（
政
治
・

社
会
、
日
本
政
治
、
政
治
思
想
、
地
域
研
究
、
国
際
政
治
）
、
『
慶
麿
の
教
養
学
』
全
一
冊
が
そ
れ
で
あ
る
。
全
体
で
一
四
O
人
の
研
究

者
が
本
企
画
に
参
加
し
て
い
る
。
驚
く
べ
き
数
字
で
あ
る
。
今
回
、
飛
躍
的
に
執
筆
者
数
が
増
え
た
の
に
は
理
由
が
あ
る
。
慶
麿
法

学
会
会
員
に
よ
る
寄
稿
者
の
増
加
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
が
こ
の
間
多
く
の
研
究
者
を
輩
出
し
、
塾
内
の

み
な
ら
ず
さ
ま
ざ
ま
な
大
学
や
研
究
機
関
に
優
秀
な
人
材
を
多
数
供
給
し
て
き
た
こ
と
の
証
左
で
あ
る
。
こ
う
し
た
広
範
な
研
究
者

の
活
躍
の
う
え
に
、
現
在
の
法
学
部
の
発
展
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

百
年
記
念
論
文
集
の
刊
行
に
あ
た
っ
て
、
当
時
の
前
原
光
雄
法
学
部
長
は
「
発
刊
の
僻
」
の
な
か
で
、
「
こ
の
論
文
集
は
わ
が
慶

磨
義
塾
の
皐
問
的
設
展
を
示
す
と
同
時
に
、
法
皐
部
の
皐
問
的
向
上
と
水
準
を
示
す
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
二
一

五
年
記
念
論
文
集
の
刊
行
に
あ
た
っ
て
、
当
時
の
十
時
巌
周
法
学
部
長
は
そ
の
「
発
刊
の
辞
」
の
な
か
で
、
「
法
学
部
は
先
人
の
努

力
と
遺
産
を
継
承
し
今
日
の
慶
麿
義
塾
法
学
部
の
現
容
と
学
問
的
水
準
を
さ
ら
に
広
く
世
界
に
呈
示
す
る
に
到
っ
た
」
と
記
し
、
最

後
に
「
法
学
部
の
学
問
・
研
究
の
灯
火
は
世
代
か
ら
世
代
へ
と
、
確
固
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
く
も
の
と
信
ず
る
」
と
結
ん
で
い

る。
こ
う
し
た
先
人
た
ち
の
無
限
の
思
い
を
い
ま
こ
こ
に
一
五

O
年
記
念
論
文
集
全
二
一
冊
と
し
て
再
び
形
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

本
企
画
に
参
集
し
た
一
四
O
人
の
執
筆
者
は
慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
が
生
み
、
あ
る
い
は
育
て
た
研
究
者
た
ち
で
あ
る
。
い
う
ま
で

も
な
く
、
本
論
文
集
も
今
後
ま
た
一
七
五
年
、
二
百
年
と
続
く
歴
史
の
な
か
の
ひ
と
つ
の
中
間
報
告
と
し
て
相
対
化
さ
れ
る
べ
き
も



の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
同
時
に
、
こ
れ
は
二

O
O
八
年
の
時
代
精
神
と
学
問
水
準
を
反
映
し
た
、
そ
し
て
今
の
慶
慮
義
塾
と
法
学
部

に
対
す
る
熱
い
思
い
を
込
め
た
研
究
者
た
ち
の
結
晶
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

「
継
続
は
力
な
り
」
。
し
か
し
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
継
続
に
は
叡
智
と
努
力
が
必
要
で
あ
る
。
本
論
文
集
が
証
明
し
た
よ
う
に
、

現
段
階
の
慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
は
そ
の
二
つ
を
確
実
に
備
え
て
い
る
。
今
後
と
も
そ
う
し
た
精
神
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
「
無
限

の
生
命
を
も
っ
法
学
部
」
（
前
原
・
十
時
元
法
学
部
長
）
と
し
て
わ
れ
わ
れ
の
学
府
が
未
来
へ
向
け
発
展
し
続
け
る
こ
と
を
祈
念
し
た

’v
 最
後
に
、
本
論
文
集
の
企
画
・
編
集
・
出
版
の
煩
雑
な
作
業
の
す
べ
て
を
能
率
的
に
取
り
仕
切
っ
て
く
だ
さ
っ
た
法
学
研
究
編
集

委
員
会
、
と
り
わ
け
坂
原
正
夫
委
員
長
と
有
末
賢
編
集
主
任
、
そ
し
て
実
際
の
編
集
作
業
を
担
当
し
て
く
だ
さ
っ
た
慶
慮
義
塾
大
学

出
版
会
編
集
部
に
心
か
ら
の
お
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

二
O
O
八
年
秋

慶
慮
義
塾
大
学

法
学
部
長

分

成

良

国

発刊の辞


